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Summary 


Part 1 

We have been studying the pathophysiological aspects of chyluria. In this part of 
the present paper, we have reported the findings of lymnhangiography て LAG) in chyluria 
as follows : 一 一 
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乳 蔷 奈 症 四 淋巴 管 造 影 世 了 人工) 


1) Lymphangiography was done by Kinmonth’s method. 
Contrast medium. 


Popiodoie was used as the 
2) Thirty-eight cases were classified into thrse groups by the periods between the 
onset and the application of LAG. Group A, under one years duration : Group C, three 
years or long Group B, the rest. Group B, 9 


Casss were fewer among the young gsneration and frequent 


er duratiom : Group A inciuded 14 cases : 


cases : Group C, 15 casss. 
3mong the middle-aged or old oyer 40 years of ages 


3) 


Visualize the change was most probably due to technical problems C94.7%). 


in which the failure to 
This back- 
flow was almost specific for chyluria because only one case witha retroperitoneal 
tumor showed the backflow out of 240 casss with other diseases than chyluria. The 


backflow was observed to start from the Truncus iumbaris and to run up to the kidney. 


Lymph-backflow was dsmonstrated in all but two cases, 


Chyle-reflux from the Cisterna chyli was not detected radiologically. 
4) 


irrespective of patients* 


The abnormal changes of Truncus lumbaris were found in al1 cases of chyluria 
past historias. The changes of 1ymph-vessels at this region 
appearsd to ba indispsnsab1e for and take a maior role in ths pathogenesis of chyluria. 
9) Changes of palvic ymph-vesssls wers ssverer in the cases of 1ong duration.。 These 
seemed to be secondary changes than primary ones 


6) 


evidence of obstruction of the lymphatic passage through the duct. 


Distinct occiusion or stenosis of the thoracic duct was never found : It gave no 


{) Based on the above-mentionsd rssults, the pathogenetic mechanism of chyluria was 
discussed. 


フィ ラリ ア 症 の 後 遣 宇 の 一 つ で ある 乳 論 尿 の 発生 機 
序 の 詳 細 に つい て は , 未だ , 判然 と し な い 点 が 多い . 

フィ ラリ ア 症 が , 全 十 的 な リン 系 の 病変 で ある 以 
上 , 乳 肉 尿 発生 機 序 を 解明 する 上 に , その 病変 を 知る 

と と は , 大 き な 手 が か り と な る . 

人 Kinmonth(1952) う が, リン パパ 系 造影 


の 病変 の 部 位 な ら び に その 完 度 を 知る 上 に 得 が た い 訂 
所 上 の 技術 と し て 注目 され , その 点 に 関し て の 報告 # 
| こと 多 数 みな られ る 

困 な 見 地 よ り 竹 々 稚 討 を 行っ て きた が , 


: の 了 臨床 的 な 応 座 家 定 に お ける リン パパ 管 造影 


用 の 途 を 開発 し て 以来, 各 科 領域 で 向 法 が 店 ん 記 使 用 (以下 LAG) の 所 見 に つい て 報告 する . 
され る よう に な っ た が , 了 乳 共 尿 に お いて も , リン 系 
研究 方 法 , 及び 対象 

a ) 研究 方法 人 

LAG は , Kinmonth 法 に な らい , 両足 背 よ り 造 影 生 , 蛇行 , 拡 随 な どの 変化 が 極め て 著しい も の , 及び 
痢 を 注入 する 方 法 を 実施 し た . 候 影 刑 は , Popiodo1 その 中 間 に 位 する も の の 三 段 階 に わけ , リン パ 節 は , 
を 用 い , 1 側 に 10 て 18 記 を 約 3mt/10min の 速度 で 注 多 の 減少 , 及び 造影 刑 の と り 込 み , 透け て みえ る いわ 
人 , 直後 , 1 時間 後 , 及び , 24 時 間 後 に , 腰部 , 腹部 , ゆる Spongy な どの 変化 を 主として 観察 し , 減少 著 


9 


ま 、 


当 内 科 で も , これ まで 遥 麻 尿 に つい て , | 本 


本 


|W 本 1 


CIYmphangiogrophY) 


胸部 の ※ 線 写真 を 撮影 し , 腹 財 部 , 腰 リ ン パ 本 幹 , 奈 
リン ノ 逆流 像 , 胸 管 , 及び リン パ 人 節 な ど を 稔 察 し , その 
変化 の 程度 を 次 の 要領 で 分 類 し た 


明 な も の , 正常 又は 多 ん ど 数 の 減少 の な いも の , 及び 
その 中 間 の 三 群 に わけ た . 全 例 に 経 静脈 腎 逝 造影 汰 を 
施行 し , LAG と の 比較 を 行い , 又 , 乳 魔 尿 に 特徴 と 
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され る 腎 リ ン パ 逆流 像 に つい て , カテ ー テ ル 尿 に よっ 
て 決定 し た 患 側 と の 関連 な ど に つい て も 検討 を 行っ た . 
b ) 対象 

当 内 科 に 昭和 43 年 より 入院 し た 愛 魔 尿 症 例 は , 69 例 , 
(43 年 , 6 例 , 44 年 , 29 例 , 45 年 , 23 例 , 46 年 , 13 例 ) 
で ある が , これ ら の うち , LAG を 行っ た 838 例 を 対象 
人 

この 38 例 を , 試み に , 患者 が は じ め て 乳 磨 尿 を 自覚 
し た 時 より , LAG 施行 に 至る まで の 期間 を , その 間 , 
乳 魔 尿 が 持続 し て いた か , 又は , 消失 , 増 部 を 繰返し 
た か の 如何 に 関 ら ず , 雑 病 期間 と し , 一 年 未満 の 短 か 
いも の を A 群 , 3 年 以上 の 長期 に わた る も の を C 群 , 
それ 以外 の も の を B 群 と 三 千 に 分 類 し た .A 群 は , 14 例 , 
B 和 群 , 9 例 , C 群 は 15 例 と , ほ ゞ 均等 な 分 布 を 示し た . 
年 令 別 で は , 若年 者 に 少く , 40 才 人 台 か ら 60 才 台 に 集中 
し て いる が , これ は , フィ ラリ ア 症 の 経過 か ら み て 当 


結 


AN 

背 リ ン パ 逆流 像 は , 38 例 中 , 36 例 , 94.7 必 に 認め ら 
れ た . 部 位 別 に は , 両側 共に 認め られ た も の が 23 例 と 
最も 多く , 左側 の み , 7 例 , 右側 の み 6 例 で , 左右 差 
は 認め られ な か っ た . 病歴 に よっ て わけ た 三 群 の 間 に 
は , a a 逆流 像 の 認め られ な か っ た 2 
例 は , 造影 禄 が, 腸 呈 部 , 肛 部 本 幹 下部 に 停滞 し , そ 
an ぎ , 造影 閣 の 充分 な 
上 昇 が み ら れ て いな か っ た 為 に , 逆流 像 を 描出 出来 な 
か っ た だ も の と 思わ れる . 文 , この 逆流 像 は 。 股 部 本 束 
下部 及び 中央 部 診 近 より, 直接, 監 同 隅 に 網代 に 広がっ 
て いる , と いっ た 所 見 を 星 す る も の が 多く , 期待 し て 
いた 如く , 上 部 和 乳 魔 博 附近 より の 逆流 像 が 商 出 きれ た 
も の は 少 か っ た .、 又 この 腎 周 囲 に 逆流 し た 造影 剤 は , 
他 部 の リン パ 管 影 が 消失 する 時 期 に 至っ て も 残存 する 
傾向 が あり , 特徴 的 な 所 見 と 思わ れる . 又 , 造影 后 , 
極め て 早い 時 期 に , 勝 腕 へ の 造影 列 の 流入 が み ら れ , 


Table 2. LYMPHATIC BACKFLOW 


Right Left Both Both< 一 ) Total 


Group A 1 3 9 1 14 
Group B 1 1 7 0 9 
Group C 4 3 7 1 15 
Total 6 7 23 2 38 


也 他 


然 の と こと で あろ う . な お , 性 比 は , 男 23 列 , 女 15 例 , や 
ゝ 男性 に 優位 で あっ た . ( 表 1) 


Tabie 1. DISTLIBUTION OF CASES 
ACCORDING TO THE HISTORY AND AGE 


20 30 40 50 60 70 yrs. Total 


Group A* 1 3 4 2 4 14 
Group B | 当 9 
Group C 2 3 4 3 3 15 
Total 人 38 


MALE 23, FEMALE 15 


*Note Group A=history of chyluria within 1 year 


ん B= ア 1 to 3 Years 
” C= ケ OVeT 3 years 
果 


尿 中 に 浮遊 し て , 油 滴 状 と な っ て お り , と の 逆流 像 が , 
管 周 囲 組織 内 の リン バ 管 の 拡張 を 示す の み で な く , は 


四 
RE 
uiE « 
D 4 が \ - $ づ 
- パト 


写真 1. 腰 >y 和 系 四 增殖 ， 批 张 办 车 明 ， 窗 リ 
ンプ パ 導 流 像 も 両側 に 認め られ る が , 腸 骨 部 リン パパ 
水 の 変 化 は 少 い . 


季 麻 尿 定 の 洋 巴 管 千 影 に つい て (1) 


て , 地 - ジ < 
ML ジア 
本 て 


写真 2. 両 制 稚 リ ン パ 聞 流 像 著 明 この 例 で は , 
腰 リ ン パ 管 の み で は な く , 宙 盤 部 の 病変 も 著しい . 


NO 中 vs 


可 ”用 


管 邊 拓 の 交通 が 存在 する こと を 示し て いる と 思わ れる . 


が 3 と の 腎 リ ン パ 逆流 像 は 他 疾 患 の LAG に み ら れ 
る と と は 殆 ん ど な く , 長 埼 大 学 必 射線 科 に お ける LAG 


移行 例 240 例 中 。 逆流 像 9 ae の 
徹 届 査 人 の 例 の み で あり , 池 麻 来 に 二 ぬ て 特徴 的 な 


法則 , 中 等 度 
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所 見 で ある と いえ よう . 
b ) 腰 リ ン パ 本 幹 の 変化 
全 例 に 腰 リ ン パ 本 幹 の , 綱 状 増殖 , 拡 Ni 
銘 歴 の 長短 に 関係 な く 認 め ら れ , 乳 摩 尿 発生 と に は, 同 
の の PP 
c ) 腸 骨 , 骨盤 内 リン パ 管 の 変化 ( 表 3) 〈 写 真 3, 4, 5) 
腰 リ ン パ 本 壁 の 下部 に ある 由 盤 腔 内 の リン パ 管 の 変 
I A 疾 , B 群 , C 群 間 で は , や ゝ 様相 を 異 に し , 
網状 増 狂 , 拡大 な どの 変化 が 少 い も の が , A 群 に 比較 
向 多 く , 変化 の 矯 し いも の が , C 群 に 多く み ら れ た . 


Table 3. CHANGES OF LYMPHATIC VESSE - 
LS .PROLIFERATION : DILATATION) (LUM- 
BAR REGION) 


Normal Or 


ninimal Moderate Marked Total 

changes changes changes 
Group A 8 2 7 
Group お 3 3 8 
(Group し 4 3 
Total 15 8 15 a 


d) リン パ 節 減少 ( 表 4) て (写真 6, 7) 
24H 時 司 後 の フイ ルム に て , リン 人 節 の 変化 を 観察 し 
た が , リン パ 節 個々 の 変化 と し て は , NO 
あっ た が , 多 く は , 遮 彰 刑 の と り 込 み が 少 く , Spongy 
と 形容 され る 変化 を 示す も の が 多い . 文 。 数 は 減少 し 
b の が 殆 ん ご ど で , この 減少 度 を 正常 に 近い も の , 
こわ け て みる と , 富 盗 内 リン パ 管 の 変化 
ほど で は な い が , 経過 が に い C 諾 に まき 明 届 少 が 多い 


は kN 加 区 


近い 腸 衝 部 リンパ 管 、 
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等 度 の 談 


J 略 
局 性 


他 を 来 す , 得 邊 部 Ey 


と 糸 , 勝 腕 内 へ , 造影 


Table 4. DECREASE IN 
LYMPH NODES (LUMBAR REGIOR) 


ONAL SE Marksed 

minimal SES changes 

changes 0 
Group A 7 1 6 
Group B 6 
Group C 3 4 ' 


Total 16 5 17 


NUMBER OF 


Total 


14 
9 
15 


38 


よう で ある . 
e ) 胸 管 の 変化 ( 表 5) (写真 8) 


胸 窟 は 通過 が 早く て 造影 され な か っ た も の , 或いは , 
造影 剤 の 上 昇 が 不 充 分 で 造影 され な か っ た の 5 例 を 
除く , 33 列 に 造影 され た が , 全 隊 に 閉塞 , 狭 窪 な どの 
所 見 は 認め られ ず , 通過 障害 hs と 
れ は , 適 影 刑 の 胸 往 上 部 へ の 充分 な 上 昇 , 及び , 肺 野 
の 造影 剤 に よる 微小 栓 寒 な どの 存在 か ら 判 定 し た . 


f ) 分 離 尿 所 見 と LAG 所 見 と の 関係 


乳 立 尿 症 の 洲 回 答 造 影 じ つい て ( エ ) 


与 嘉 5. 全般 に リン パ 節 が 減少 , 残 存する リン パ 第 写真 7. 腹部 リン パ 人 節 は 腫 大 し て いる . 下部 の 
も 億 影 刑 の と り 込 み が 淡 い . リン パ 節 は 減少 し て いる . 
Table 5. CHANGES OF THORACIC DUCT Table 7. FINDINGS OF URETERAL URINE, 
EN GG, AND DPD. TL 8 
Not opacified 5 
Not obstructed : 33 NIS Uretcral urine 二. 3 G. DT EP, 
with dilatation and tortuousity 6 - Right Leift Right Lett Right Lett 
without dilatation and tortuousity 27 TA. 总 = お ee 
Tota1 38 5 TR lg 本 SR SR 
KU 二 一 二 十 0 で 
YJK。 エキ 一 十 十 十 キー 一 一 
Os 十 十 — 十 十 一 一 一 
Table 6. FINDINGS OF URETERAL URINE 人 III で や 愛生 
RELATED WITH DURATION OF CHYLURIA NR PS 
RE ーー = に ce 
4 Right Both Tota1 下 下 二 は a 
Group A 1 3 3 7 WN 于 ー ++ 一 
Group B 2 2 4 Y.H. | Ns ir r ココ 全 
a 8 I. TI. 于 十 一 エキ エキ キキ オキ 一 一 
TOu 1 2 8 
、 K.W. 十 人 和 5 


Total 2 7 13 22 C. 是 . 電 = エ 十 キキ a 
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写真 8. 腹 音 办 通 昌 ee 
は 。 人 


分 に も 秋 定 和正 哀 化 が みな られ る と きも ある . 


者 


所 麻 朱 の 発生 際 序 に 関し て , 林 (1925) は , 病理 学 


的 に 検討 を 行い , 全身 の リン パ 管 の 拡 湖 , 炎症 , 及び 
り ン パ の うっ 洛 が 往年 する こと を 指 敵 し , 骨盤 部 , 又 
は 後 腹 嘆 リン パパ 管内 の フィ ラリ ア 成 虫 占 屋 に より, 局 


所 り シン パ う っ 滞 が お こり , これ 記 二 次 的 細菌 感染 が 名 
わり , 六 管 四 炎症 性 变化 在 起 二 由 ， 和 所 所 二 六 ， 
J 世代 加 二 请 ， 逆 流 ， 撤 张 愉 助长 六 所， 过 四 变化 欢 
胸 管 に 及び , 胸 管 の 遂 過 障害 を お こし , 腎 部 へ の 逆流 
を 生じ , リン パパ 管 の 曽 知 内 へ の 破綻 に より 生じ た リン 
パ 嬢 か ら 乳 魔 が 流出 , 乳 歴 尿 が 発生 する と し た . 

し か し , LAG に よっ て , 胸 管 の 通過 障害 は 鍵 ん ど 
認め られ ず , な し ろ , 拡張 , 蛇行 の 認め られ る 例 が 多 
いな ど , 胸 管 の 病変 が , 乳 膝 尿 症 の 発生 に は , 二 次 的 
な 役割 を 果して いる の で は な いか と 思わ れ た . 

乳 魔 尿 の 発 MP 
囲 べ へ の リン パパ 逆流 像 と 共に , 腰 リ ン パ 本 幹 附 近 に の み 
ee 
殖 , 錯 綴 , 拡張 な どの 変化 が , より 下部 の リン パ 管 へ 


Table 8. AFFECTED SIDE 
Bilateral Unilateral Right Leftt 
CC oan 13.4% 86.6% 40.3% 59.7% 
0 Ge 2 お SO 900 65 
Author 


(22 cases)\1970) 


カテ ー テ ル に より 両側 守 管 尿 を 個別 に 貯 取 し て , 思 
側 を 決定 し た 22 例 は , て 表 6 ) の 如く , 両側 が 最も 多く , 
右 が 左 よ り も 多い . ミ こと この うち , LAG を 行っ て いる 14 
例 に について, 点滴 腎 証 造影 (DIP) と 共に , 相互 の 比 
較 を 行っ た . ( 表 7) 

と の 三種 に よる 結果 の 一 致し た も の は , 14 絞 中 1 例 
の み で あり , 分 離 尿 と LAG が 一 致し た も の は , 5 例 
に 過ぎ な か っ た . DIP に 状 店 リン 逆流 象 、Pyelo- 
lymphatic backtiow) の み ら れ た の は , 3 例 に すぎ 
な か っ た が , と れ は , LAG の 結果 と 一 致し て いた . 


二 3 


及 ん で いく と と は , リン パ う っ 滞 の 原因 (恐らくは, 
フィ ラリ ア 成 虫 占 居 と , それ 伴う 炎症 性 変化 ) が , 
まず , 腰部 リン パ 系 に お こり , それ が 起立 生活 を 営む 
人 類 に あっ て は , 下方 へ と 向う 管内 圧力 の 増加 と な っ 
て あら われ , 同時 に 存在 する リン パ 管 災 と 析 伴 っ て , 

弁 不全 を お と し , 下方 へ , リン パ う っ 滞っ 炎症 一 弁 不 
全 と いう 連鎖 反応 を お と し な が ら 変 化 が 次 々 に 及 ん で 
いく の で は な いか と 推察 きれる. 

LAG 全 ,造形 剂 在 足 背 上 二 电 注 人 才 吾 关 傈 六 声 , 上 方 
より の リン パパ 逆流 < いわ ゆる chyl-reflux) が 造影 
され に くい の は 当然 で ある が , 腎 リ ン パ 逆流 が , 腰 り リ 
ン パ 本 幹 の 下部 より , 直接 , 腎 周囲 に 向っ て いる 像 が , 
多く み ら れ た 点 は 興味 深い . と の 事 は , 乳 魔 尿 だ け で 
な く 下 方 より の リン パ の 漏出 も 同時 に 存在 する と と を 
意味 する か ら で あ る . わ れ わ れ は , まず * 腰 リン パ 本 幹 
系 の リン パ う っ 滞 が お こり , 下方 より の リン パパ 流 が , 
生理 的 に 抵抗 の 弱い 覧 吉 と の 交 台 を 生じ , まず , リン 
パ 尿 (Lymphuria) を 来 し , 更に Lymphstasis 
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の 状態 が , 下方 , 上 方 へ と 進展 し , 乳 魔 年 附 近 ま で 及 
び , 当麻 尿 を お と こす", と いう 可能 性 も 存在 する と 考 
えた い . 乳 礎 尿 が 消 矢 し て ゆく 過程 に お いて , 肉眼 的 
に は 全く 清澄 で あり な が ら , 尿 中 企 幅 が 陽性 を つづ け 
る も の や , 乳 魔 家 の 程度 が 強く て も 攻 固 の 傾向 の な い 
も の , 又は , その 逆 の 例 な ご ど (Fibrinuria) の 存在 を 
考え る と , 腰 リ ン パ 本 幹 よ り の 逆流 路 (LAG に て よ 
く 描 出さ れる も の ) と 乳 歴 積 附近 より の 逆流 路 の 二 つ 
の 交通 路 を 考慮 し た 方 が 読 明 し や すい よう に 思わ れる . 
CO に つい て , LAG の 所 見 か ら , 永田 
(1965) は , ほぼ 同様 の 見 解 を 述べ て いる . 又 , SEN 
ら (0 同じ よう な 所 見 を 得 て い る が リン ノバ パ う 
っ 演 の 原因 を , 炎症 を 来たし た リン パ 節 に よる リン パパ 
es の 0 
ー テ ル だ より , 尿 を 採取 し , 患 側 を 決定 する こと は , 
従来 , も っ と も る 信頼 の お ける 診断 法 と し て よく 用 いら 
で きだ 。 


結 


聞 礎 尿 症 38 例 に Kinmonth 法 に よる リン ババ 管 造 
萌 半 を 施行 し , 乳 魔 尿 病歴 別に 造影 所 見 を 検討 し た . 

1 ) 覧 リン パパ 逆流 像 は , 36 例 , 94.9 少 に みとめ られ , 
他 疾 患 の LAG に お ける 同 逆流 像 は , 240 例 中 1 例 に 
維 め られ た のみ で あり , 腎 リ ン パ 逆流 像 は , 乳 磨 家 の 
特徴 的 所 見 で あり , We 

2 ) 腰 リ ン パ 本 縦 の 変化 は , 病歴 の 民 短 に 関 ら っ ず , 
全 例 に 認め られ , この 部 分 の 変化 が 乳 訂 尿 定 の 発生 に 
一 次 的 な 関連 が ある と と を 思わ せ た . 
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9 ] は , 二 神 ら (1940) が 368 例 に つい て の 調査 で 
側 の み が 圧 倒 的 に 多く 86.6 少 を 占め , 左側 が 
9.7 少 右 が ,40.3 多 と , 左側 が 多い . 更に 野 北 ら (1960) 
は , 152 例 に つい て , 片側 が 侵さ れ て いる も の は , 
57.9 包 と な り , や ゝ 両側 性 に ある も の が 増加 し て いる . 
oe で は , 少数 例 で は ある が , 両側 性 の 方 
多く な り , 一 側 性 に ある も の を し の いで いる . これ 
«0 , 及び, フィラ リア 症 に 槍 思 し た 時 よ 
り , 時 日 を 経過 中 する に 従い , 側 性 に な る も の が 多い た 
め と 思わ れる . 〈 表 8 ) われ われ は , LAG に み ら れ る 
Lymphatic back-f1ow が , 分 離 尿 所 見 と 一 致す る こ 
と を 期待 し た が , 先 に 述べ た 如く , 両方 の 結果 が 一 致 
し た の は , わずか 5 例 に すぎ な か っ た . し か し , 分 離 
尿 が 陰性 で あっ た 5 例 (いずれ も 左側 ) は, その うち 
LAG は 4 例 に お いて Back flow を 示し , 将来 , この 
側 で も , 乳 摩 尿 の 出現 を みる 可能 性 が ある と と を 示し 
て いる . 
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5 ) 腸 骨 , 剛 盤 陵 内 リン パ 管 の 変化 は , 病歴 の 長い 


群 に 多い 傾向 が あり , 弁 不 全 に よる 二 次 的 な 肥厚 , 拡 
張 に よる も の と 思わ れる . 

4 ) 胸 管 に は , 団 寒 , 狂 室 の 像 は み ら れ すず, むし ろ , 
肥大 , 拡張 な どの 所 見 を 示す も の が あり , 通過 障 境 を 
疑わ し め る も の は 認め られ な か っ た . 

5 ) 分 離 尿 に て 思 側 を 決定 し た 症例 14 例 に つい て , 
LAG の Back flow と の 比較 を 行っ た が , 5 例 に お 
いて 一 致 を みた の み で あっ た . 
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